
様式第７号
地域雇用活性化推進事業 総括報告書

                              協議会等名               ○○協議会
事業開始年月             　  ○年○月

地域雇用活性化推進事業について、事業実施による雇用創造効果・波及的効果、事業終了後の地域独自の雇用創造に向けた取組等、並びにこれらに対する評価を下記によりご報告ください。
なお、当該報告は、今後の制度のより良い運営や対外的な事業効果の説明の参考とする観点も有しているものですので、ご協力をお願いいたします。
記

１　事業の実施体制
 (１) 協議会の推進体制
      協議会メンバーのうち、どのメンバーが中心となって活性化事業を実施したのでしょうか。また、地域の関係者である協議会のメンバー間で意識を共有するために、具体的にどのような取組みを行ったでしょうか。
	（記載例）市が中心となり、年○回程度、協議会メンバー同士で検討・協議するために、事業実施に関する実務担当者会議を開催していた。








  
(２) 複数市町村による実施
      複数市町村による実施の場合について、共同での事業実施をどのように評価されているでしょうか。
	







 (３) 協議会方式に対する評価
活性化事業は、構成市町村と地元経済団体をはじめとした地域の関係者で構成する協議会を実施主体とする仕組みを採用していますが、この協議会方式についてどのように評価されているでしょうか。
	







（４）地域住民等との連携
協議会内だけでなく、関係者や地域住民を巻き込んで連携して実施できたでしょうか。また、そうするために行った工夫があれば記載してください。
	







２　地域における雇用面の課題への対応
活性化事業は、地域の産業振興等の取組と連動して、地域の雇用面の課題を解決することにより、地域の雇用創造効果を高めていくための事業です。活性化事業実施により、雇用面の課題の解決と地域の雇用創出、雇用拡大に、どのような効果・成果をあげたかを具体的（定量的）に記載してください。
	（記載例）
地域では、営農指導や新規就農者支援など酪農畜産分野の振興に力を入れているものの、高齢化の進展や若年者の地域外流出、離農の進行などで、担い手不足の解消や法人による営農等が大きな課題であった。「先進地畜産技術者派遣研修」で実践的な技術を習得した地域求職者５名が地域に新たに進出した畜産業者２社に採用され、業者が規模拡大を進める中で大いに活躍している（現在、２社で●●頭を肥育し、従業員は計▲▲名）。このように、活性化事業の実施は、酪農畜産分野における雇用の課題の対応に大きく貢献し、また、これら畜産業者の規模拡大に伴い、地域の雇用機会の拡大が図られていること等から、事業構想段階での想定を上回る成果を上げたものと考えている。













３　事業実施による効果
    上記２の雇用面における効果のほか、活性化事業実施による雇用創造効果や地域の活性化に資する効果等について、具体的に記載してください。また、産業振興等（例：観光客が○割増加など）に関し、定量的に示せる効果もあれば、できる限り記載してください。
　　伴走型支援を実施した地域におかれましては、伴走型支援の支援実績や地域内展開における実績についても、具体的に記載してください。
	（記載例）
○　受講した求職者の採用や受講した従業員等による効果  
　・○○事業を行う地域の企業において、人材育成メニューのセミナーを受講した求職者を採用し、この者の活躍により、体験型観光などの新たな着地型旅行商品の開発や観光イベントが実施され、誘客が大きく促進された。これに伴い地域企業での雇用機会がさらに拡大された。
　・○○事業を行う地域の企業において、雇用拡大メニューのセミナーを受講した従業員の活躍により、△△機器の開発が促進され、またＨＰを活用して□□等への販路も拡大された。これに伴い地域企業での雇用機会が拡大された。
○　受講した創業者の事業展開
　・セミナーを受講した創業者の○○事業が順調に展開し、現在、従業員計○名に至っている。また、当該創業が、他の事業主の新事業展開等への積極的な取組に良い刺激を与え、○○の事業を行う企業でも、△△などの新たな取組を開始した。
○　地域の活性化等に向けた協議会メンバー等による取組
　・事業終了後、○○や△△などの協議会主要団体の若手職員とセミナーを受講した地域の有志で、●●等に関する独自のミーティングを□月より開始した。▲月を目処に、新たな地域活性化のためのビジョンと具体的施策を企画・提案することを視野に、現在検討を進めている。















＜事業終了後の地域の取組について＞
４　事業終了後の雇用創造に向けた地域の取組
 (１)　活性化事業実施による経験・成果を踏まえた、事業終了後の地域独自の取組
活性化事業実施の経験・成果を踏まえた地域独自の取組を、具体的に記載してください。予定・検討中の場合は、その旨を明記するとともに、できる限り実施主体・実施内容・実施時期等の予定を記載してください。
	（記載例）
○　地域独自に人材育成、能力開発等を実施
  ・○○セミナーの効果が特に高かったことを踏まえ、地域の△△機関において、専門的な人材育成を行うための同内容のコースを、□月より実施している。（これまでの受講者計●●名）
  ・特に効果が高かった○○セミナー等の内容を分析し、△△機関で独自に行ってきた□□講座のカリキュラム等に反映（具体的には、●●等の内容を盛り込むとともに、講座実施期間を▲▲日間まで拡充）。その結果、当該講座の受講修了者の就職率が大幅に向上するとともに、地元採用企業から高い評価を得ている。
○　地域独自の雇用創造に資する取組の展開
　・○○を行う第三セクターを設立し、地域の産業振興と雇用創造をさらに進めている。
  ・○○や△△、□□等の地域関係者で、地域資源を活用した事業や体験型観光を推進するための組織を平成●●年に設立すべく、現在準備を進めている。
　・セミナーの受講者による創業やグループの組織化に対し、市として実際に労働者を雇用する際の手続などに関する支援を、新たに△△年□月から講じることとした。
○　関連する他省庁の事業を活用する取組
  ・事業成果を活かし、△△省の観光交流事業の▲▲年度採択地域となることを目指している。















 (２) 事業終了後の協議会組織
事業終了後、協議会の組織は、どうされるお考えでしょうか（存続又は解散）。存続させることとしている場合は、今後の協議会の役割、事業内容等を教えてください。
	






 (３)  貴市町村では、地域の雇用創造と地域の活性化に向けて、今後特にどのような対策に重点を置いて取り組んでいくお考えでしょうか。
	







５　事業終了後の総括的評価
    事業実施期間全体における活性化事業実施の取組や効果などについて、どのように評価されているでしょうか。
	








2

